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助成対象となった事業 

 

助 成 
コース 

事業名 団体名 
代表者 
役職名 

代表者 
助成 
金額 

A. 自助グル

ープづくり

支援事業  

双葉台地域における学習支援事業 
茨 城 大 学 学 生 団 体 

Branche 
代表 今野 敬太 5 万円 

B. 「みんな

の社会」モデ

ルづくり支

援事業 

障害者の学びの場「専攻科」をつく

るスマイル・プロジェクト 

NPO 法人 茨城の専攻

科を考える会 
理事長 飯塚 忠 15 万円 

花とアートで美しく賑わいのあるつ

くばの玄関を演出する事業 

NPO 法人 つくばアー

バンガーデニング 
理事長 井口 百合香 15 万円 

地域の生活困窮者セーフティネット

づくりに向けた組織基盤強化事業 

NPO 法人 まごころね

っとわーく 
代表理事 大學 早苗 15 万円 
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事業名 双葉台における学習支援事業 

申請コース A. 自助グループづくり支援事業 

団体名 「学びと交流の秘密基地」（旧「学生団体 Branche」） 

実施内容 

 日時 

① 第１回 

平成 26 年 8 月 18～22（13：30～17：30）、25～28 日（10：

00～17：00）、29日（13:00～17：00） 計 10日間 

② 第 2回 

平成 27年 2月 16～3月 3日 

平日：16：00～19：30    休日 9：00～17：00 

 活動場所 

双葉台ショッピングモール 

 参加者 

茨城大学学生 23人 

 対象者 

双葉台小学校・双葉台中学校 

 実施内容 

夏季課題や自主学習などを大学生がフォローし、分からない点を教える

ことで、学習意欲の向上に努めた。また、学習支援のサポートだけでな

く、高校・大学進学の相談にも応じた。 

申請書に記載した 

「目標」に対する実

施「結果」 

・学習機会の創出 

 高校受験では全員が志望校に合格し、進路選択の幅を広げることに貢献で

きた。 

・居場所作り 

 学習室開設中連日通う生徒も多く、学校外での居場所になったのではない

かと感じる。先生や親よりも歳が近い大学生という立場であるため生徒もフ

ランクに話してくれ、居心地の良い存在になれたのではないか。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

・学習支援活動のモデル作り 

 今回は学内でボランティアを募集し、延べ 50 人以上の学生に参加しても

らったことで学習支援活動の基盤を作れたのではないかと考える。告知活動

においては双葉台小中学校や市民センターにも協力していただき、今後も地

域と一体となった活動を続けていく。また、活動に関する記事が新聞に掲載

されたことにより多方面から反響の声を頂いた。 

申請書に記載した 

ように、市民の新た

な「居場所」や「出

番」をつくることに

 双葉台地域の子どもたちに学習の機会を与えることが出来た 

 子どもたちの居場所づくり 

 大学生のボランティアを活用した 
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つながりましたか？ 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

参加した生徒から次回の開催を望む声があり、今後も継続して学習室を開催

する予定である。その上で 

・他学部との連携 

 教育学部や理系学部の学生にも参加してもらい、指導の質を高める 

・より地域に根差した活動 

 学習支援に興味を持つシニア世代や地域住民の方の協力も得ながらより充

実した学習支援活動にする 

を課題とする。 

花王・ハートポケッ

ト倶楽部へ一言 

この度は、活動を支援していただきありがとうございました。 

この活動を今後も活動を継続していこうと思います。 

自己評価 A. 目標を超える成果を得ることができた 
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     事業報告                    2015年 8月 16日 

                         NPO 法人茨城の専攻科を考える会  

                                            

2012年 11月 「日曜専攻科」を立ち上げる    12月「忘年会」カフェ・ベルガ 

2013年 1月 カレーライス作り  3月 カラオケ 4月 活動内容話し合い  6月 バーベキュ

ー 

7月 ボウリング 8月 韓国視察 茨城から9名   9月 映画鑑賞  カレッジ早稲田見学  

9月 NPO設立準備  10月「専攻科」学習会（土浦市）11月 専攻科を考える会設立総

会  12月 NPO設立申請   

2014年  1月チャレンジフェスティバル  守谷市との協働協議開始  「障害者権利条約」県条例  

2月 2日 「専攻科」学習会（守谷市）                

2月 20日 「特定非営利法人茨城の専攻科を考える会」認証・設立完了 

 3月  3日 「特定非営利法人茨城の専攻科を考える会」登記完了      

     8日  理事会     13日 「あすなろ園」事務研修  16日 日曜専攻科（クッキー作り） 

27日～28日 和歌山学びの作業所視察（シャイン・ゆい・フォレスクール） 

4月 27日 日曜専攻科「バスケットボール」  28日 地域ラジオ放送出演 

29日 NPO法人茨城の専攻科を考える会理事会・総会・第 11回全国専攻科研究集会事務局会 

5月 17日 「専攻科」学習会 （つくば市）     24日 日曜専攻科「サツマ芋の苗植え」  

25日 守谷市市民協働プレゼンテーション 茨城新聞取材 

6月 11日 結城支援学校訪問  16日 つくば支援学校訪問  20日 守谷市協働会議   

25日 NPO法人助成金申請セミナー  28日 茨城県NPO応援ワークショップ 

29日 「専攻科」学習会 （結城市） 

7月 5日 全専研事務局会  12日 バーベキュー  23日 理事会打合せ 

28日～30日 韓国視察  いばらき未来基金・花王助成金申請  パルシステム申請 

8月 3日 全専研事務局会 19日守谷市協働会議 9日～全国障害者問題研究集会 in滋賀 

23日～24日 全専研指導者研修会  30日 まなーるもちの木オープンキャンパス 

 9月 7日 染色 15日 第 1回全専研 in茨城実行委員会  20日 守谷市市民大学講演 

特殊教育学会で報告  26日 パルシステム茨城第 3次ヒヤリング                  

10月 4日 山梨市講演  18日～19日 SNE学会発表・企画運営全  19日 専研事務局会  

21日 NPO労務セミナー     23日 いばらき未来基金・花王「モデル事業」助成贈呈式 

26日 日曜専攻科「芋掘り・焼き芋」 27日 中間的・若者就労支援  28日 守谷市会議 

11月 3日 第 2回全専研 in茨城実行委員会  

4日 守谷市協働会議 （株）カスミ訪問（賛助金要請） 

   5日  生協パルシステム茨城くらし活動助成基金贈呈式  キリン財団助成金申請 

13日 全専研事務局会  14日 協働推進室打合せ 18日 NPO会計セミナー 

26日 つくば支援学校事業者説明会  27日 大阪市山口淑子基金助成申請 

   29日 市民活動交流会  30日 司会打合せ 晃陽学園訪問（賛助金要請） 

12月 6日 第 3回全専研 in茨城実行委員会   
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12月 8日 中央ろうきん助成金セミナー（東京）   9日 常陽新聞取材  10日 守谷市協働会

議   

12日 前日打合せ・成田送迎・歓迎会 

12月 13日～14日 第 11回全国専攻科（特別ニーズ教育）研究集会 in茨城大会 

  21日 第 11回全国専攻科（特別ニーズ教育）研究集会 in茨城大会の現地 総括会議（土浦） 

  22日 NPO法人「資金確保」講座・県外視察・就労支援協議会打合せ 

1月 10日 「ろうきん助成金」申請書・発送 

  24日 生活協同組合パルシステム茨城から 2名、当法人へ来訪・調査・ヒアリング 

  25日 日曜専攻科「チョコレート作り」  全専研茨城大会の打ち上げ（カフェベルガ） 

  27日 守谷市との協働事業推進会議  31日 全専研茨城大会の打ち上げ（荒川沖駅前） 

2月 11日 事務局会議「次年度計画・財務・損益シュミレーション」（谷田部） 

  21日 日曜専攻科「チャレンジアート参加」カピオ  シャイン発表会の講評（和歌山） 

  22日 相談活動セミナー（京都） 

3月 15日 守谷市との協働締結記念事業「進路」講演会  日曜専攻科「バスケットボール観戦」 

理事会「2014年総括・中長期計画・2015年事業計画」（つくば） 

16日～17日 福祉施設県外視察 （愛知：「NPO 法人地域福祉サポートちた」三重：「県立こころ

の 

医療センター（長医師）豊橋：「いるかビレッジ」Café/障害者A型施設等・ライフ施

設 

静岡：「NPO 法人浜松ネットワークセンター」障害者就労継続支援・ジョブコーチ養成 

   25日 茨城セーフティーネット支援交流会（水戸）参加：県健康福祉部健康福祉課 副参事 

      県健康福祉部子ども課課長・社会福祉士・県社会福祉協議会・県内福祉系NPO法人 35 

   29日 世界自閉症啓発デー 水戸市内パレード 

4月 2日  世界自閉症啓発デー行動 県立古河一高職員研修「生徒理解」～不登校・発達障害等～ 

   12日 日曜専攻科「ピクニック」（洞峰公園）   理事会（つくば）   

  21日 つくば特別支援学校訪問・校長、進路指導主事との懇談 

5月 12日 茨城県障害福祉課事前協議     16日 発達保障セミナー（東京）   

17日 「専攻科」学習会（つくば） NPO法人茨城の専攻科を考える会総会 

   6月 3日 県障害福祉課（自立支援担当）協議  5日 求人情報交換会（中間的就労の必要性訴

え） 

    11日 古河ハローワーク（中間的就労の必要性訴え） 

    21日 日曜専攻科「カラオケ」   理事会 

    30日 パルシステム茨城の訪問 

7月 8日 野田・柏特別支援学校訪問要請   境西特別支援学校訪問要請 

   15日 伊奈特別支援学校訪問要請   19日 日曜専攻科「B.B.Q」（守谷市） 

   22日 伊奈・境西特別支援学校訪問要請  23日 野田・柏特別支援学校訪問要請 

8月 2日 「専攻科」学習会   理事会   8日～9日 障碍者問題研究集会（岐阜） 

  12日 中間的就労を担うジョブトレーナー研修会   
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事業名 花とアートで美しく賑わいのあるつくばの玄関を演出する事業 

申請コース B. 「みんなの社会」モデルづくり支援事業 

団体名 NPO 法人 つくばアーバンガーデニング 

実施内容 

 つくばの玄関口である筑波エキスプレスつくば駅 A5出入口周囲を花とア

ートでにぎわい空間を継続して創り出すための新たな試みとして他の団体や

会員以外のアイデアを取り入れ演出する試みを実施した。 

 潅水車のリニューアルに向けての意見を集めるため、ライズ学園の若者た

ち、「みんなで花を植えよう」の行事の参加者、そして日頃の活動を共にして

いる会員に、駅前の潅水作業の手順を説明し、改善する点などアイデアを問

いかけた。出されたアイデアをもとに、コミュニティガーデン花仲間で潅水

車制作のミーティングを数回実施した。後日ホームセンターを会場に給水タ

ンクや台車そして木材や塗料を販売委員に問合せながら、潅水車のイメージ

を形にかえていく作業を参加者一同で行った。 

 さらに景観のアート性アップを図るために、専門家に依頼することとして、

正面プランター2 台をアートディワレント活動をしている自然生クラブに依

頼した。 

 盛夏にむけリニューアル後に、潅水作業に従事する就労支援の取り組みを

強化する話し合いを行った。 

申請書に記載した 

「目標」に対する実

施「結果」 

駅前という公共空間を花とアートプランターの組み合わせ以外に潅水車に

もアート性と作業手順の改善をはかることができ、作業するものの仕事への

取組みを意欲的にすることができた。リニューアルされたアートプランター、

潅水作業風景で、さらに心豊かな景観作りが達成できた。初めて潅水車が登

場した日は、駅前を通る人が笑顔で潅水風景を見つめてくれる姿と作業する

青年の誇らしげな顔が印象的だった。 

潅水車制作では新たな出会いを得られ、ものを作りあげる楽しさや喜びを

毎週火曜日に出会うコミュニティガーデンの仲間たちと共有することができ

た。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

アート制作をした NPO 団体（自然生クラブ）からは、公共アートへの参

加を喜ばれ、公共空間としての場を維持していくことの大切さを再確認でき

た。WS では既存の考えにとらわれず、生活の中ですでにつかわれている方

法を応用するというアイデアに気づかされた。潅水行為のアイデアで冬場の

辛い作業からの解放が期待できる。 

申請書に記載した 

ように、市民の新た

な「居場所」や「出

番」をつくることに

つながりましたか？ 

 TUGが就労支援する作業所帰りの青年（NPO 来夢ハウスからライフサポ

ートセンター所属）が、快適になった潅水作業環境に喜び、週 1回の潅水作

業（16 時半～）を 2 回に増やした。潅水作業への応援ボランティアは近く

に住む主婦が参加となったので、今後夏季にむけ、さらにグループをふやす

ために、潅水作業従事者の対象を広げ広報活動を展開していきたい。就労支
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援事業所の作業（9 時から 15 時半頃）にするには潅水時間帯と財源に問題

があり、検討が必要となっている。 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

駅前の花壇環境や作業環境が快適になったことで、作業希望の声は聞こえ

ているが、公共地の性格を考慮した事業費用捻出を考え、将来自立できる形

を模索していきたい。 

 当初、花壇を予定していなかった場所のため給水設備等が無いことも潅水

作業を困難にしている。今後は隣接のビル所有法人にも給水等で協力を仰ぐ

よう努めたい。 

花王・ハートポケッ

ト倶楽部へ一言 

ガーデニングを趣味で終わらせない社会性のある取り組みであることをご

理解いただき感謝しています。コミュニティガーデン花仲間は様々な経験を

持ち寄り、互いに交流しながら「花の持ついやしの力」をいかした社会活動

を行い、シニア世代になった今を、ささやかに健康に続けられることを願っ

ている者たちです。 

 わたしたちは貴団体に大変感動しました。それは、花王・ハートポケット

倶楽部の助成が決まってからでした。株式会社の花王ではなく、そこに働く

皆さんの一人一人の社会意識がまちづくり人づくりへの寄付となり、わたし

たちの所へ届いたということです。1 円たりとも無駄にできない。目的を遂

げたいという思いを、当初よりもさらに高めてくれました。 

 そのような機会を与えてくださった皆さんに、仲間一同感謝しています。

ありがとうございました。 

自己評価 B. ほぼ目標どおりの結果となった 
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事業名 地域の生活困窮者セーフティネットづくりに向けた組織基盤強化事業 

申請コース B. 「みんなの社会」モデルづくり支援事業 

団体名 NPO 法人 まごころねっとわーく 

実施内容 

地域における生活困窮者セーフティネット基盤づくりに向けた当法人の

Web サイト（http://magocoro.net/）とリーフレット（別添参照願いま

す。）を作成することができました。コンテンツとしては、当法人の理念、

活動内容、活動協力への呼びかけ等になります。全体として大まかに生活

困窮者の実態や自立支援とはどのようなものなのかが、多くの方々にわか

ってもらえるように工夫しました。webサイトではブログを活用しながら、

これまでの取り組みや活動内容、生活困窮者の実態、今後の活動展望等の

詳細について柔軟に記載していく予定です。 

申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

webサイトやリーフレット作成までは実現しました。しかし、完成が遅れ

てしまったので申請書に記させていただいた、それを活用して協力者、会

員増強、他団体・他機関との連携強化までの本格的取り組みは今後の課題

とさせていただきたく思っております。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

今後の課題となってしまいますが、作成することができたwebサイトやリ

ーフレットを活用して、より理解者、協力者等を増やし、今後さらに深刻

化していく生活困窮者問題へ対応していく包摂型社会の一員となるべく尽

力していきます。 

申請書に記載した 

ように、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

こちらも今後の課題になってしまいますが、生活困窮状態のある人への理

解者、協力者がより増えてくれば、これらの人たちとの接点が生まれ生活

困窮者が社会で「居場所」や「出番」持っていくためのきっかけになりま

す。 

また、理解者、協力者自身にとっても今後求められるであろう包摂型社会

の一員として「居場所」「出番」を持つことにつながってきます。 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

事業実施後というよりは日頃の活動のなかで見えてきたことですが、今年

度から施行された生活困窮者自立支援法等の制度設計の重要さはいうまで

もありませんが、それを下支えしていく市民ひとりひとりの意識のあり方

も重要であると実感しています。今回作成させていただいたwebサイトと

リーフレットを活用しながらより多くの理解者・協力者を増やし地道なが

らも地域でのセーフティネットづくりに取り組んでまいります。 

花王・ハートポケット

倶楽部へ一言 

申請させていただいた計画のなかで現段階ではwebサイト、リーフレット

の完成に留まっておりますが、皆さまからのご支援を無駄にすることなく

引き続き生活困窮者のセーフティネットづくりに尽力してまいります。 

ご支援いただけたこと改めて深く御礼申し上げます。 

自己評価 

（いずれかに ○ を記入） 

D. その他（目標を達成するためのツールを作成、それを今後活用してい

く。） 
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＜ http://magocoro.net/ ＞ 


